
                   

駅の負担軽減のために業務委託など 

部外能力を活用することを考えている。 

安全を保つため必要な教育を行っていく。 

経営構想Ⅴにて地域への貢献とあるが、 

観光拠点が無人駅で会社として地域へ 

貢献しているといえるのか。 

第９項 観光の拠点となる駅の体制づくりを構築すること！ 

人の配置は業務量により決めている。地域

貢献という観点からすれば社員を配置す

るだけではない。 

バリアフリー設備が整っていれば1名で問

題はない。 
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第８項 安全配慮義務から「車イス対応」は JR本体で行う体制とすること！ 

まずは受託会社に責任がある。しかし、当

社の駅、お客さまなので当社にも責任はある。 

お客さまに安心して安全にご利用いただけ

るよう本体として責任を持つべきだ。 

実際に事故が起きた際に、本体に安全配慮

義務という責任は無いのか。 

会社の考えとずれていない提案であり、 

技術継承や要員等会社が抱えている 

問題を解決できる近道である！ 

5 年後に正社員にするのが一番のネック。 

正社員化は生涯賃金を保証することになる

ため、慎重に判断せざるを得ない。 

車イス対応は 2 名以上が望ましいとなって

いるが、現実そうなっていない！ 

組合員、お客さまは不安だ！ 

着駅に電話が通じずお客さまをお待たせし

ている現状がある。委託先に連絡がつなが

るようにして欲しい。 

委託駅かどうかかかわらず、連絡体制をど

のようにしていくかが課題である。今後、検討

していく。 

お客さまから旅行先で誰もいなかったと 

クレームを受けた。顧客満足度向上のため 

にも要員の配置が必要である！ 

当社だけでなく、地元の方々と連携してや

っている。 

第１０、１１項「業職種限定社員」制度を導入し、契約社員制度を廃止すること！ 
国が示した職務限定社員の制度に対して 

会社の考えは。 

社員には色々と経験を積んでもらいたい

ため限定的なフィールドは考えていない。 

同じ労働条件で給料が違うのはおかしい。 

グリーンスタッフ制度をやめて欲しい。 引き続き続けていく。 


